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18)

19>

20)

21)

22)

韻の知組字、章組字の区別については、『TheNingPoSyllabary』 、『同文備攷』・

清代寧波音を反映していると考えられる韻書 『古今韻表新編』などの歴史文献でも

うかがい知ることができる。『古今韻表新編』は、『罕見韻書叢書』、長城(香 港)

文化出版社、1995年 、所収の排印本を参照。

従来、中古音の濁音声母は現在も濁音で発音される特徴を有 しているといわれてき

たが、地域によっては清音化 しているところもある。

ここで掲げた例字は、表3で 掲げた澄母の例外字の中から選出した。

3つ の変遷模式を挙げたが、呉語全体としてはこの他にもバ リエーションがあるが

省略する。

カッコ内は 『古今韻表新編』、『TheNingPoSyllabary』 の寧波音の段階 を示して

いる。紹興 ・天台 ・温州がこの舌葉音の段階を経たか否かは不明である。

明代の昆山方音の段階を示 している。丁鋒2001を 参照。

本稿は、平成17年 度 日本学術振興会特別研究員奨励金による研究成果の一部である。
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注

1)

2)

3)

4)

5)

6)

7)

8)

9)

10)

11)

12)

13)

14)

15)

ユ6)

ユ7)

この鎌倉 ・江戸の唐音は実質的にはまった く別系統のものである。

これら禅宗系唐音資料の音韻体系は、いずれも大同小異のものであるといわれてい

る。有坂秀世1939、 「諷経の唐音に反映した鎌倉時代の音韻状態」(『国語音韻史の

研究』所収)、三省堂、1957年 、PP.185-220。

奥村三雄 『聚分韻略の研究 付古本四種影印 ・慶長版総索引』、風間書房、1973年 。

高松政雄 「中世的唐音」『日本漢字音論考』、風間書房、1993年 、PP.172-192

邵栄芬 「敦煌俗字学中的別字異文和唐代西北方音」『中国語文』、1964年 。 羅常培

『唐五代西北方音』、史語所単刊甲種12、1933年 。高田時雄 『敦煌資料による中国語

史の研究一九 ・十世紀の河西方言』、創文社、1988年 。

中国近代音を代表する元代の韻書。

ただし、一部、支思韻はいち早 く巻舌音化し、斉微韻 とは区別されている。

現代呉方言における方言区分は、『中国語言地図集』に拠る。中国社会科学院和澳

大利亜入文科学院合編 『中国語言地図集』、朗文出版社、1987年 、香港。

常州や蘇州など一部の地域を除く。詳細は、拙稿平田直子 「北部呉語仮摂開口三等

章組字的語音演変」『呉語研究』、上海教育出版社、20⑪3年、PP.74-79を 参照。

『略韻』 ではタ行音形のものは2例 見られるという。例;椽 テン(澄 母)、 偵チ ン

(徹母)。 高松政雄 厂唐音一漢字音史上における 「韻略」～」『国語国文』1972年 、

pp.1-24を 参照。

()内 の語は筆者による加筆。

ここでdiの 発音があることは注目される。

『TheNingPoSyllabary』 における寧波音の記述は、ラテン字母を採用している。

よつて 、表中寧波bの 音声記号は、筆者の書 き換えによる。当該書のラテン字母に

よる発 音表記を記すと、例字順に、澄母はdzi、dzi、dzi、dzi、dzi、dzi、dj馬 知 ・

徹母はcU、 面、cU、cU、C・U、C・Uとなる。

舌面音 から舌先音へ変化する過程については後述する。

明代の昆山方音を反映しているとされる 『同文備攷』では、澄母が破裂音読みする

もの として 「池」do、 「墜」diの 音が収録 されており、筆者の推測 を裏付けるもの

として 、挙げることができるかもしれない。昆山音は太湖片の蘇滬嘉小片に属する。

『同文備攷』については、丁鋒 『厂同文備攷」音系』、中国書店、2001年 を参照。

ただ、 闔南語 と湘語 ・韜語の一部において知組の上古音読み(破 裂音)す る特徴が

存する。

宕摂については、拙稿平田直子1997「 呉方言における宕摂知組字の音韻変化の特徴

につい て」『北九州大学大学院紀要』11号 、PP.107-124、 拙 稿1997r呉 方言におけ

る宕摂 知組字について」『中国語学』244号 、PP.125--141参 照。止摂、蟹摂開口祭
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○ 鄭県:陳 忠 敏 「鄭県 方言 同音字表」 『方言』、1990年 。

○ 開化、常 山、玉 山:曹 志 耘 ・秋谷裕幸 ・太 田斎 ・趙 日新 『呉 語 処衢 方言研

究』、 開篇単刊12、 好文 出版 、2000年 。

○ 舟山:方 松 熹 『舟 山方言研 究』、社 会科学文献 出版社 、1993年 。

○ 寧 波b:P,G.vonM611endorff、TheMngpoSyllabαry,American

PressbyterianMissionPress1901.
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なり、表6に みえる状況と一致することが分かる。すなわち、松江、蘇州では

摩擦音で発音されることがほとんどで、破擦音はほとんど現れない。

表7

地点発
音劫 蘇州 松江 杭州 紹興 寧波 天台 温州

d%一 、dz一 2 1 55 54 70 84 60

%一、z一 46 31 4 3 4 0 0

その他 0 1 1 2 2 0 0

一方
、杭州から温州は逆に、寧波、紹興、杭州に若干摩擦音で発音 される字

があるが、天台、温州は100パ ーセント破擦音で現れるなど、全体的に澄母は

破擦音で発音されていることが分かる。

中古音か らの変遷過程を考慮すると、上表7地 点中もっとも南 に位置する温

州か ら沿岸沿いに北上するにつれ、澄母は破擦音から摩擦音へ と変化 していっ

たと推測す ることができる。ゆえに呉方音における澄母の音価は、中古音 を起

点とするな らば、破裂音 〉破擦音〉摩擦音へ と推移 したことになり、具体的に

は以下のようになる⑳。

模式1澄 母d>d(開 化、常山、玉山)

模式2澄 母d>dz>ds{2])>dz・dz(紹 興、寧波、天台、温州)

模式3澄 母d>砿>ds(22)>d屍 ・dz>Tz(蘇 州 ・昆山)

5.ま とめ

以上見 てきたように、鎌倉唐音が依拠 した と考えられる呉方音では、知母と

徹 母は破擦音化をほぼ完了させ、発音上、章組などの歯音 に入っている。しか

し、澄母 はまだ完全に破擦音化 したわけではなく、一部の字 においては、いま

だ破裂音で発音 されていた。つまり、宋末元初頃の浙江北部の方音では、澄母

の音価は、破裂音から破擦音へ と変化する過渡的段階にあったということであ

る。甬江小片の止摂においては、2.で述べたような経過から、その後 も、知 ・

徹母 と足並みをそろえた変化過程 をた どらず、一段階前の状態を保ち、その変

化の差を縮めることな く、今 日に至っている。
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うわけではなく、知組全体 においてこの破裂音は現れているようにみえる。

ただ、表5の ような知組 と章組が区別 される現象については、同省の東北部

に分布する甬江小片で宕摂、止摂、蟹摂開口祭韻において見 られることから㈹、

甬江小片ないしは呉方言では、知章組合併は、西北方言やその他の方言と異なっ

て、遅か ったということがいえるのではないだろうか。

4.北 部呉語における澄母の音価変遷

呉方音では、周知のごとく、現在でもなお多 くの地域で中古の濁音声母を保

存 している㈹。浙江北部の呉方音に関しても同様に、中古の澄母の濁音は保た

れている。ゆえに、知母 ・徹母 ・澄母の発音は現代においてもなお三者三様 に

区別 されている。 しか し、澄母は濁音を保ってはいるものの、地域によって、

破擦音(dz、dz、d3>や 摩擦音(z、z)で 現れるなど、その調音様式は一一"1

ではない。今 日では、これが船母、禅母との合流 という過程を経 て、さらに複

雑 な様相を呈 している。ここでは、中古音から現代 までの音韻変遷 を推測する

ために、下表のごとく澄母字の発音を列挙 してみた。また、参考までに、北部

呉語 に属する蘇州音 ・松江音 ・天台音 と南部呉語からは温州音を掲げた。

表6呉 方音における澄母の発音19)

試 除 厨 柱 持 塵 長 場 値

蘇州 Z篭 別 z篁 zen zaり ZY?

松江 %Y 畢Y Z隻 zeヌ z§
一

杭州 dz翌/dzu d四/dzu dz1 dzon dZAP dZB?

紹興 d%y 住驫y dZl dzδ dzaη dze?

寧波 dz冠 住d刎 厨dzu/別 d%i/z1 d畢io d%i5 d多ie?

天台 d斈y d%y dz1 d畢ig d多iaη d多iI?

温州 dz1 dz1 dz1 dzaη d年i dze隻

声母に着 目すると、蘇州、松江では、澄母字はすべて摩擦音を有 しているこ

とが分かる。一方、杭州か ら温州 までの5地 点では破擦音 で発音 されている。

これを各地点の同音字表で調査 し、各発音の出現数 を記す と、表7の とお りと
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先に、1.で 見てきたように、①小叢林略清規が、他の鎌倉唐音資料 と異な

り、澄母字をダ行音読みする頻度が高い理由については、その依拠 した方音が

同じ浙江北部でもこの甬江小片に属す寧波あた りのものに拠ったためと考えら

れないだろうか。なぜならば、上述のように、知 ・徹母 と澄母の調音様式 を異

にす るとい う現象が寧波を中心 とした甬江小片の方言に存在するか らである。

その他の浙江北部音ではこうした現象は見出せない。こうしたことは、鎌倉唐

音資料 としての①小叢林略清規における特徴 と共通するものともいえるであろ

う。

3.処 衢片における知組声母の破裂音読み

ところで、浙江南部の処衢片 と称される呉方言地域では、知組が中古音 より

以前の上古音時代の破裂音でいまだ発音 されている。ここでは、さらに処衢片

の方言地点 として、開化、常山、玉山の3地点 における知組の状況 を見てみる。

表5処 衢片における知組の破裂音字

開化
知母 豬tuQ/tgyo、 抂tuo、 張 帳ti氤/t阜i巨、 中toη/七giQO、 竹tyo?/t¢yo?、 築te?/tGyo?

澄母 除die/d%y、 苧die、 長d§/d訟 、 著dA?、 蟲doη/d多ioη 、

常山

知母 豬tG、 抂tue、 朝ti》田、 張 長ti且/tgi蕊 、 帳ti且 、 椿tiう 、巣tlA?、 中top/tsoη 、 竹ta?

澄母
除die/虚y、 苧die/de、 況dIO.塵doO、 長 丈dλ/d昂ia著dA?、 直de?/dze?、

蟲d巨/dzoη

玉山
知母

一

豬tq、 抂tye、 転ty蝕 ノt¢yさ、 張tia/tgi且 、 帳 賑tia、 着t2?、 椿ti転 稟ti△?、 摘te2、

中to9/t。i。 η、竹tE?/toi・?

澄母 遅dWd多i、 長d鶴/d4埴 、 着d2?/d多iA?、 磴t色 、 擇dA?/dzA?、 蟲da/d畢ioり 、

表 中、多 くの字は一つの漢字に二つの発音を有 し、そのうちの一方が破裂音

で発音されている。知組が、唐代末には章組 と合流 し始め、破擦音化 し、その

結果、今 日の中国語諸方言のほとんどが章組 と同音になっていることを考慮す

るとu6J、表5の 浙江南部の状況は、非常に特異 な現象であるということができ

る。だが、こ こでは、本稿の主旨に沿ってさらに詳細に表5を 見る必要がある。

すなわち、澄 母が知 ・徹母よりも破裂音で調音される傾向が強いか否かである。

しか し、上表 の状況をみる限 り、特に澄母 に限って破裂音声母が頻出するとい

一92一



33

音声学上、この濁音声母を発する時に破擦音化がやや抑制 される何 らかの要因

が存在 したと推察 される。

2.現 代 甬江小片における止摂澄母字

北部呉語の下位方言である甬江小片と称される寧波周辺の方言グループでは、

中古止摂の澄母字において、澄母が知 ・徹母と異なって、その変化に遅れをとっ

た痕跡を示す状況を見ることができる。ここでは、甬江小片の代表 として、寧

波a、 鄭県、舟山の3つ の地点を取 り上げ、この3地 点にお ける止摂知組字の

発音を表 に掲げた。 また、百年前の宣教師による寧波方言音 を収録 した字典

『TheNingPoSyllabary』 の状況について も、これを寧波bと して同時 に記 し

ておく。

表4甬 江小片における止摂知組字の発音

例 字

地 点

澄 母 字 知 母 字 徹母字

池 馳 遅 雉 持 痔 治 知 智 致 置 癡 恥

寧波a d多id昂id畢id%id%idzldz且 ts旦tsuts篁ts篭 ts`篁ts`互

鄭県 d%id%id昂id多id昂id昂idzu tsutsuts1一 ts`唖ts`鮭

舟山 d%i-d%idi【12'dzldzldz1 tsutsuts唖ts堪 ts`笈 一

寧 波b(融 d翆id多id多id%id%id%id5y t∫yt∫yt∫yt∫y t∫`yt∫`y

上表 より、澄母字の声母が舌面音で現れるのに対 し、知 ・徹母字は舌先音 で

現れていることが分かる。 一つの声母組が、音韻変化を起 こす場合、 同組内の

すべての声母が同 じ系列の調音様式に変わるのが一般的である。 よって、本 来

ならば澄母 も知 ・徹母 と同様 に変化 して、声母は、/dz-/と い う音形 を示す べ

きところである。 しか し、そのようにならず、全体 として舌先音に変化す る前

段階の、舌面音の状態 にとどまっている・14)。寧波bの 知 ・徹 母字にあ らわれ る

舌葉音 は、甬江小片 では舌先音で あるため、 これ は、 その前 段 階 の状 態

(>ts)を 示 した ものといえる。以上のことか ら、知組の変化発展の過程か ら

判断すると、澄母が知 ・徹母よりも遅れをとっていたのではないか とい う推 測

がなされるわけであるu㌔
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は、資料としては大 して役立たないω〕」 と述べておられるが、筆者は、鎌倉唐

音資料では、表記上ジ ・ズとヂ ・ヅの区別はまだ消失 しておらず、逆に中国語

音の微妙 な発音の差異を忠実に反映 した結果ではないだろうか と評価する。つ

まり、中国語音において、澄母はその大部分は破擦音化 しているものの、一部

の字はまだ破裂音の状態であり、澄母は知組の中でも、知母や徹母 と比べ て破

擦音化が若干遅れていたのではないだろうか。言い換えるならば、いまだ破擦

音化(d>d%)へ の過渡的状況にあったのではなかろうかということである。

ちなみに、有坂ユ939のいうように、四つ仮名の合流による澄母のダ行音表記

とい うことであれば、中古音における歯音グループ(章 組 ・精組 ・荘組)の 濁

音声母 にも当然ヂ ・ヅが現れるであろうと予想 されるわけである。 しか し、①

小叢林略清規を調べてみると、それはr充 」ヂウ(穿 母)、 「静」 ヂン/ジ ン

(従母)、 「浄」ヂン/ジ ン(従 母)の3例 を挙げるのみで、その内 「充」字は

もともと濁音声母ではないため、例外 とみなすことができ、結局、2例 のみと

い うことになる。一方、端組の濁音声母である定母では、ダ行音で表記 される

のが原則である。このうち、ヂ(チ)・ ヅ(ツ)が 現れるものは以下の とお りで

ある。

定母:同 ヅン/ツ ン、動ヅン、途ヅ、図ヅ、提ヂ/チ イ、弟チ、

定ヂン/チ ン、頭テウ/チ ヤウ/チ ヨウ

やは りヂ[di]・ ヅ 匸du]は 中国語音の定母[d]を 表記するために用い られ、

匸dzi、dsi][dzu]と 破擦音化 してはいなかった、 と見 る方が適当ではなかろう

か。この ことから、表3の ように、澄母 も個別字においては定母の発音に近い

ものがあ ったと推測されるわけである。

ところで、知 ・徹 ・澄母は一グループをな してお り、音変化するときはとも

に並行 した変化の過程をたどる。すなわち破裂音か ら破擦音へ と変化する場合

は、知 ・徹 ・澄母はすべて一律 に変化するものである。 しか しここでは、澄母

の変化が若干遅れたのではないかとい うことである。この遅れが何 に起因する

のかは、い まの ところ究明できていないが、澄母と知 ・徹母 との違いを考える

と、前者が濁音声母であるのに対 し、後者二つは清音声母である。このため、
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に存 在 した破擦音 ・摩擦 音 の二系統 を統合 して、タ行音 のチ/ti/・ ツ/tu/、 ヂ

/di/・ ヅ/du/よ りは、原音 に近 い音 と認識 された、サ ・ザ行 音 で代 用 し、表

記 され た とい うこ とであ る。

1.鎌 倉唐音における澄母のカナ表記

さて、上述のような中国語音史ならびに、中国語音の 「歯音」 に対す るカナ

表記についての認識をもとに、鎌倉唐音資料の知組の音形 を見てみると、知組

の濁音声母である澄母は、原則表記であるザ ・サ行音で表記されず、 ダ ・タ行

音で写 されるという例外的発音が散見される。そこで、下表のご とくその例外

的表記例 を掲げた。澄母所属の総字数と例外字数、ならびにその出現割合をカッ

コ内に示 した。

表3鎌 倉唐音資料における澄母の例外的表記例

資 料 名 例字とそのカナ表記 例外字数 総字数

①小叢林略清規
除ヂ 、厨 ヅ/ッ、住ヂ/ジ 、持ヂ/ジ 、塵ヂ ン/ジン、

長ヂヤウ/チャウ、場ヂヤウ/デウ、棹妙 、幢ヅン、値ヂ/ジ
11(40%) 27〈100%)

②諸回向清規式 持ヂ 、塵ヂン 2(22%) 9(100%)

③金沢文庫本正法眼蔵 杖チヤウ 1(16%) 6(10Q%)

④梵清本正法眼蔵 綻 チン、 杖 チヤウ、 直 チヨツ 3(37%) 8(100%)

②諸回向式清規や③金沢文庫本正法眼蔵では、確かに澄母の表記は例外的な

扱い とすることができるが、①小叢淋 略清規や④梵清本正法眼蔵では例外 とは

いえない確率でダ ・タ行の音形が現れることが分かった。 この ような澄母のダ ・

タ行音表記は、他の知組字においても存在するが、僅少で、①小叢林略清規で

は、超(徹 母)に チヤウ/テ ウ、③金沢文庫本正法眼蔵で は、珍 チム、漲チヤ

ウ(知母〉があるだけである110>。

ゆえに澄母に突出 してダ行の音形が現れることについて は、何 らかの理由が

あったのではないか と考えられる。有坂1939で は①小叢林 略清 規 に現れ るこの

音韻現象に関 して、「濁音(澄 母〉の場合には、江戸時代 には ジ ・ズ とヂ ・ヅ

との音韻上の区別が既 に失われていたので、その時代に記 録 された諷経 の唐音
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保持するか、あるいは舌葉音を経由 して舌先音[ts-]等に変 じ現在にいたったと

考えられる。

O・2鎌 倉唐音における知章組のカナ表記

1一 方 日本漢字音においては
、鎌倉唐音 よりも以前の呉音漢音では、中古音の

　

1知 組はタ行音で、章組はサ行音で表記されることが常であ り、両者は整然と区

1別 されていた.と ころが、鎌舗 音では、知組は、鞴 や荘 欄 と共1こ一律
1に サ行音で把 握されている

。これは、0.1で述べた知組の章組への合流 という

中国語音 における声母の変化を反映した状態である。知組が章組をはじめとす

る歯音声母と同様 に、サ行音で表記されることは、鎌倉唐音における字母表記

の最大の特徴 である。

表2鎌 倉唐音における舌音、歯音のカナ表記例

中古声母
一

例 字 原則表記

舌 音
端 組

一
/獄 亀 箋 テ案 鹿 魚 気 ヂ蹇ン

タ ・ダ行

知 組
ンユ ノ ジ コ ン シ ン ノウ シ ン セ ン サ

中 、 重 、 知 、 智 、 抽 、 珍 、 轉 、 茶

・ サ ・ザ 行

歯 音

章 組
/ユ ン/ジ ウ/ン ウ ス/ジ/ン ジ!ン ン ンヤ ウ シヤ

衆 、 之 、 時 、 處 、 真 、 照 、 者

荘 組
一

ス ス ソウ スン ス サウ サン

使 、 所 、 荘 、 崇 、 初 、 双 、 山一

精 組
ス ン ス ズ ノ イ ス ン/ソ ン セ!斗 トイ

松 、 子 、 慈 、 西 、 尊 、 全 、 災

知組の章組への合流ということは、音声的には知組が破裂音か ら破擦音に変

化 した ということである。では、なぜ これ ら変化 した知組 を含む歯音声母の破

擦音 を鎌倉唐音ではサ行音でカナ表記 されたのであろうか。これは日本語の破

擦音 をめ ぐる問題、いわゆる四つ仮名の問題 とも関連 して くる。

これにつ いては、当時の日本語には(あ るいは、 日本語の表記 という観点か

ら見 る とき)、まだ破擦音が確立 していなかったことがあげられる。今 日の 日

本語 の立場 で考えるならば、破擦音 といえば、一一般 にタ ・ダ行のチ/t∫i/・ツ/

tsu/・ ヂ/dsi/・ ヅ/dzu/の 音が存在するため、これ らを中国原音の破擦音に

当て る ことが自然であるが、当時のチ/ti/・ ツ/tu/・ ヂ/di/・ ヅ/du/の 発音

は・ まだ破 擦音ではなく、単純な破裂音であった。このため、中国語音ですで

一96一



29

みようとするものである。 この研究推進の端緒 として、本稿では、中古音の澄

母の問題 を取 り上げる。すなわち、禅宗系唐音資料に現れる中古澄母のカナ音

形に依拠 して、当時の呉方音における澄母の音価を推定 し、かつ中古音から現

代音までの音価変遷 をたどることを目的 とする。

O.1中 国語音史における知章組の変化

まず、議論の順序 として、関係する中国語音史の説明を付け加えてお く。澄

母の音価の問題に関わるのは、「五音」のなかの舌音と歯音である。これは、

中古音で5系 統に整理された声母の分類によるもので、詳細は、以下のごとく

である。

表1中 古舌音、歯音の声母表

清 音 清 音
濁 音 清 音 濁 音

無気音 有気音

舌 音
舌頭 音 一 端 組 端母 透母 定母

舌 上 音 一 知 組 知母 徹母 函

歯 音

歯 頭 音 一 精 組 精母 清母 従母 心母 邪母

正 歯 音 一 章 組 章母 昌母 船母 書母 禅母

歯 上 音 一 荘 組 荘母 初母 崇母 生母

知組は中古音時代には端組 と並んで、舌音に属 してお り、両者の差 とい うの

は調音位置が端組 よりも知組のほうがやや後方で、舌面破裂音であった という

ことである。 しか し、その後、知組は調音様式を変え、歯音の章組あるいは荘

組 と合流することになる。この知組の変化による章組ある いは荘組 との合流 は、

邵栄芬1964、 羅常培1933、 高田時雄1988な どに拠ると、ユ0世紀頃 までに遡 りう

るということである(51。その後14世 紀に著 された 『中原 音韻』〔6)(1324年)に

おいては、知章組は合流 して舌葉音の状態を示 している(7>。それらはその後 さ

らに巻舌音化 して現在 に至っている。

一方、呉方音史では、北部呉語(本 稿では主として太湖片 を指すi・8>)におい

ては、知組は章組 と合流 した後、その後は巻舌音化するこ とな く㈲、舌面音 を
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宋末元初の北部呉語における

中古澄母の音価とその音価変遷
一 鎌倉唐音資料にあらわれる澄母のカナ音形に依拠して一

平 田 直 子

0.は じめに

唐音 とは、呉音漢音に継 ぐ日本漢字音の一層を形成するもので、移植時期に

よって異なる二つの語音系統を総称 した名称である。一つは、鎌倉期移植の唐

音、 もう一つは、江戸期移植の唐音であるω。本稿で取 り上げる唐音 とは、前

者の鎌倉期移植の語音体系で、以下、これを鎌倉唐音 と呼ぶことにする。鎌倉

唐音の字音資料としては、古臨済曹洞系唐音や泉涌寺相伝の字音(以 下、禅宗

系唐音 と呼ぶ)(2ン、詩作の際用い られた韻書 『聚分韻略』諸本があるが、前者

の禅宗系唐音資料 に反映 される語音体系 については、有坂1939の いうように

「古臨済曹洞系唐音の起原は鎌倉時代に在 り、宋末元初の頃支那の浙江地方の

寺々で行われていた諷経の音を伝えたもの」であ り、また後者の 『聚分韻略』

も、 もともと臨済曹洞宗の寺院で頻用され、禅宗系唐音 に準ずるものとされて

いる(3)。ゆえに、およそ鎌i倉唐音の中核部分は、宋末元初(1279年 南宋滅亡)、

大雑把 には、13世 紀の浙江音(浙 江北部)に 基づいて形成されたといわれてい

る㈲。 このため、中国語の呉方音の音韻史研究 において、これ ら鎌倉唐音資料

を利用することは非常に有用であるといえる。 しかしながら、従来の研究では、

資料それ自体 の研究や日本語音韻史における位置づけなど、主に日本語学の側

か らのアプローチはなされてきたが、その母胎 となった中国原音、つまり宋末

元初頃の呉屶音(浙 江音)と の関係とい う面では、 まだ十分な研究がなされな

いまま今日に至っている。そこで、筆者は中国語学の側か らこの鎌倉唐音資料

を利用 し、その依拠 したとされる呉方音の音韻 との全面的な比較対照を通 して、

13世 紀頃の呉方音系ならびにその語音体系の呉方音史上における位置づけを試
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